
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

88− 28

他 の 1例 に於 て は 明 か な腺管像並 に 之tt隨伸 す る 闘 質組

織 も認 め得 な V’．即 ち萎 縮 内Utl：一致 す ろ而 も全 例 孰 れ

　も炎症徴候 は 證明 されな い ．以上 現在 ま で得 六 知見 に よ

れ ば， 腸 チ フ ス 1：於 け ろ無月經 は 子宮 内膜 に 野 で ろ直接

影 響 に よ う もの で は な く， 寧ろ 子宮 よ り 上 位 臟器 轟 障 碍

に よ る もの と推論 し得 ろ．

　 47． ビタ ミ ン C による月經周期の 變動

　　　 （金丿9）　　JTI　．lt．十 一，　後藤 Fri匡準之，　笠森周護

　 「ビ 」 C は 卵剿 ；作用 して 先す 微弱な 卵胞 費 育 促 淮 作

用 を現わ し，これ に 後續 し
1
て強力なル テ ィ ン 化作用 を持

績 す る こ と は ， 余等 の 實證 敬表 乙7二所 で あ る． よつ （ こ

の 作用 を應 用 して 月經周 期 を 變 動 さ｛ ろ 目的 で．現 在 ま

で に 月經周期 の 整調な健康嬬人42名 に っ い て 「 ビ」C ゆ
一

L

定量 を皮下 まプこは 靜眠 内 に注 射 して ，
39名 に於 て 豫 定 月

經 を數 日閻遲延 ま7こは 前進 きぜ 得 ナこの で あ ろ．こ の 實驗

は 績行中で あ ろ か ら ， 例數 の 増 加 t：つ れ て 成績の 變 動 も

あ り 5 る が ，現 在 までの 成 績 を周期 の 遲 延 まナこは 前 進 と

ミ生射 開始時期 と の 關係 に よ つ て，次 の 如 く分類 す る こ と

が でき ろ．

（1） 皮 下 注 射 の 20例では ， 1 日 1囘 100mg 宛連 日 8〜

エOH 間 ，體重毎瓱 12〜21　 mg の 注 射 を 行 つ て ．次 の 結

果 を得 た．

（i） 月經 の 暹 延 こ7こ もの 13例，暹延 臼數 2 〜 8R ，ミ毛射

開始 は 豫定月經 第 1 日前 7N14 目，自卩ち 排卵期 まナこは そ

オし以 後 に 當 る．

　（ii）月經 の 前進 乙アこ もの 5 例，前進 H數 1 廁3 日，注射

開 始 は 豫定月經前 12〜17 日， EPち 排卵期まtzは それ J／E前

で あ る，

　（jii）例 外 と して 豫 定月經 10目前 か ら注 射 を開始
・
［て 10

囘注射 む，豫定月經 が 1 日前進 し た 1 例 と
， 同 じ く1〔旧

前 か ら 9 囘注射 t アこが，周期は 不燮であつ ブこ1．例 と が あ

　る．

　（2）皮 下 注 射 の 他 の 1例 で は ，
15臼前 か ら100mg 宛 埼

同注 射 し アこが，周期 は 變動 しな か つ 7この で，次囘周期 に

於 て 15臼前 か ら200m9 宛 15囘注射 しアこ結 果 と こ
｝
（・周

期 は 8 日遲延 しれ例 が あ ろ．

（3）靜版 内 注射 の 20例では ，
200− ・SOOmg 宛 1日 1 囘 2

〜 10囘， 體重毎瓰 10〜51mg の 注 射 を 行 つ て 次 の 成績 を

得 アこ．

　（i） 月經 の 遲延 け こ もの 12例，遲延 日em　4 ・w15 日t 注 射

開始 は 豫定月經 前 3　・v11 日 で排卵期以 後 に當る．

　（ii）月經 の 前進 け こ もの 7 例，前澹 日數 1〜6H ，注射

H 本産科媒／尺浮斗學 會 雜誌 　@ 第3 卷　　 第2

開 始 は豫定月 經
前6宀！79 ，部ち排 卵 期 と その 前 後

亙 る 時 期と

る． （iii ） 他 の1 例 では 豫定月 經 5 日前から 300mg

2 同 の 注射を行つす こ が， 周 期の變動は 現 われな

つ ナ ： ． 以 上を要す ろ に （ 1 ）「 ビ 」Co 皮下 ま す ご は 靜

内 注射に よ つ て，大 多 數の例1 二於て 月 經 周期を

動さぜ5 る ， （2 ）注射を 鱗i 卵 期 ま ナこ は そ れ以後に 開

す ると， 周 期は 概 して遲延 こ，排卵 期 ま t ： は そ オL 以

に 開 始 す る と，皮 下 注 射 で は
周 期 は 概ね 前 進 す う が

靜 眠 内 注
射 で は 必 す しもそ「 ） で は

な
い．〔3）「ビ 」 CLT ）

me 重 毎瓱に 對 す ろ 用 量 も まア

大 いに成 績 を 左 右 ず ろ． 　48 ・ワゴスチグミ

のマウ ス性周期　卵巣及び 　　　子宮

及ぼす影響に藏て　　　　 ・ 　 　　　　　 　　　

久 留米醫大） 朱　 　 　 以　　 春 　1940 年Sammel
　
Soskin 等がProsti

frnin　Methylsu − 1fata を月 經の 遲延

髏 ｬ熟 婦 人 に 逋績 使 用し て 妊娠を 鑑 別 む 得ろこと を 發

し て 以 來 ， 本 邦 1 ： 於 ても 同一 成分 て あるフゴ スチ グ

ソを 使用こ て 疸試 し何 れも 90 ％ 以 上の 成績 を 得 て

り， こか も 渡 邊氏 の流 産例の 報告 以外 は 副 作用も極 め

輕微 であ ろ，然こ 本 ．
鯏
の月經誘 發機序に關 して は 汞 だ 定 説なき 1 。

・ 1 ） S 　kli 　 〈，余は 本 刺 の 性 週期 ， 子 宮並び

卵 剿：及 ぼ す 影響等 をて ウ ス i こ つき

索し興咏 あ ろ 成 績 を得t

ので 竝 に 報 告 す ろ ． 　 1 ） 　 性 週 期に 及ぼ す影 響

　成熟マ ウ スにて は一 時 的 で は あ ろ が 性週期 が 促 進さ

黶 C 對照と こf の 鹽 酸 エビ レナミゾで は一 時 的 に 性週期 の 郷

1 さ オ ／るのを觀察こ f ：．思 喬 期マ ウス1 二 黝 む ては そ

ﾌ 促進 作 用eSl： 著 こ
く
．
未だ 完 全な發情 期 を 示さないか

は 著 し く f

L 期の永，・・ r ウ 7 ・ は 正 常 の 性

期を示t 得 る に至ろ。 　 2 ）　卵 集及び 子宮に 及

ず 影響 　 肉眼的 所 見 ，子宮 卵篥
共i ：著しく 充 血 こ ，蘇に

集 で は暗赤 色 をなご ．イ チゴ

外觀を呈 マず E ・ も の す ら め る ． 子 宮は 裡脹し光澤

る 外觀を示す ． 　 組 織 學 的所見 ， 正 常 マウスでは 子

腔 擴 大t ． 腺腔著 し く屈曲を 呈 し ， 之 等 の 徐 は發情

のみ なら す 休止期 の も の に於ても 爾 著 明 で ある ．卵欒

於て は僅 か に 退行期 黄體 を認め t ： 外は發情期 は 勿

休 止 期 に於 て も成熟 卵 胞 を 始 め種 々り發青程 度の卵胞

多數に 認 む．思 春期 マウ ス で は休 止期 1 ：於て子 宮

稍辷擴 大t ， 腺 腔 は樹 狹く ， 圖 形或は楕 圓 形を 呈こ

曲を示
さ
なゼ ． 卵 欒 は 充 血 性で 卵胞 腔 を 有 すろ大卵 胞 を 始め 種


